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２
月
25
日
、第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、古
川
市
長
は
令
和
７
年
度
施
政
方
針
お
よ
び
予
算
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

「
施
政
方
針
」
と
は
、
市
政
運
営
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。

　

今
月
は
、
こ
の
施
政
方
針
の
一
部
と
新
年
度
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
基
本
姿
勢
　

　
　「
ひ
と
・
も
の
・
か
ね
・
し
く
み
の
４
つ
の
資
源
を
磨
き
上
げ
る
」

総
合
政
策
課　

☎
65
‐
１
２
１
０
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刻
々
と
進
む
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化
に
対

す
る
危
機
感
が
あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
は
、「
ひ
と
、も
の
、

か
ね
、
し
く
み
」
の
４
つ
の
資
源
を

適
正
に
管
理
し
、
配
分
し
て
い
く
こ

と
を
常
に
意
識
し
、
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
、「
ひ
と
」
は
、
人
づ
く
り
、

組
織
づ
く
り
で
す
。
専
門
的
知
見
を

有
す
る
外
部
人
材
や
民
間
組
織
な
ど

と
の
連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市

職
員
の
政
策
立
案
能
力
を
高
め
、
ま

ち
づ
く
り
を
担
う
地
域
人
材
の
育
成

を
図
る
他
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た

効
率
的
な
施
策
の
執
行
に
資
す
る
体

制
を
検
討
し
ま
す
。

　

次
に
、「
も
の
」
は
、
市
が
所
有

す
る
公
共
施
設
な
ど
で
す
。
今
後
の

維
持
管
理
や
更
新
な
ど
の
経
費
投
入

に
お
い
て
は
、
社
会
基
盤
と
な
る
イ

ン
フ
ラ
施
設
も
含
め
、
行
政
区
を
越

え
る
エ
リ
ア
で
俯ふ
か
ん瞰
し
、
中
長
期
か

つ
多
角
的
な
視
点
で
真
に
必
要
な
財

産
を
見
極
め
、
新
市
民
文
化
セ
ン

タ
ー
の
建
設
も
含
め
、
次
世
代
に
過

度
な
負
担
を
残
さ
ぬ
よ
う
、
こ
れ
か

ら
の
本
市
と
地
域
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
公
共
施
設
機
能
の
可
能
性
と
保

持
、
再
編
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
か
ね
」
は
、
安
定
し
た

財
政
基
盤
づ
く
り
で
す
。
先
ほ
ど
述

べ
ま
し
た
公
共
施
設
の
適
正
化
、
そ

し
て
、
効
果
検
証
も
含
め
た
事
業
の

優
先
順
位
づ
け
や
取
捨
選
択
の
精
査

を
進
め
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
の
み

に
と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
市
民

に
寄
り
添
う
姿
勢
も
忘
れ
ず
に
検
討

し
ま
す
。
加
え
て
、
多
様
な
財
源
の

確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
歳
入

お
よ
び
歳
出
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化

を
図
り
、
発
展
と
継
続
を
両
立
で
き

る
財
政
構
造
の
構
築
に
向
け
、
粘
り

強
く
取
り
組
み
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
し
く
み
」
に
つ
い
て

は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
業
務

改
善
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
に
よ
る
情

報
の
発
信
お
よ
び
共
有
力
の
強
化
に

取
り
組
み
、
よ
り
多
様
な
主
体
の
行

政
参
画
を
促
す
こ
と
で
、
多
面
的
な

視
点
に
基
づ
く
地
域
課
題
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
や
政
策
立
案
が
可
能
と
な
る

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。　

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
必
要

と
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
適
応

力
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
ひ
と
、

も
の
、
か
ね
、
し
く
み
」
の
４
つ
の

有
形
無
形
の
資
源
の
磨
き
上
げ
を
通

じ
、
自
己
変
革
力
を
養
い
、
新
し
い

時
代
に
適
応
で
き
る
市
政
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
思
い
も
込
め
、
新
年
度

を
、「
未
来
に
つ
な
が
る
土
台
づ
く

り
の
一
年
」
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま

で
の
新
居
浜
市
の
歩
み
、
こ
れ
か
ら

歩
む
べ
き
道
の
り
を
再
確
認
し
、
そ

れ
ら
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
未
来
へ

と
踏
み
出
す
節
目
の
一
年
に
し
て
い

き
ま
す
。

施政方針
全文はこちら
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第
六
次
新
居
浜
市
長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
６
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
ご
と
に
、
今
年
度
実
施
す
る
主
要
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
施
政
方
針
か
ら
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
保
健
福
祉
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
車
両
を
活
用

　

し
た
健
康
相
談
な
ど
の
実
施
や
オ

　

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
検
討
、
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｐ

　

Ｏ
Ｓ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
健
康
づ

　

く
り
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
推
進

▼
障
が
い
児
通
所
支
援
の
充
実
、
障
が

　

い
児
を
育
て
る
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー

　

ト
な
ど
、
障
が
い
児
支
援
体
制
の
整

　

備
拡
充
と
適
切
な
運
営

▼
高
齢
者
の
生
活
支
援
お
よ
び
社
会

　

参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
在
宅
で

　

生
活
す
る
65
歳
以
上
の
難
聴
高
齢

　

者
を
対
象
に
補
聴
器
購
入
費
補
助

　

事
業
を
開
始

▼
令
和
６
年
度
に
開
設
し
た
「
こ
ど
も

　

家
庭
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
相

　

談
体
制
の
充
実

▼
家
事
や
子
育
て
な
ど
の
支
援
を
行
う

　

子
育
て
世
帯
訪
問
支
援
事
業
や
多
胎

　

妊
産
婦
世
帯
を
対
象
と
し
た
家
事
代

　

行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

▼
県
と
連
携
し
、
先
天
性
疾
患
の
早
期

　

発
見
、
早
期
治
療
を
目
的
と
し
た
拡

　

大
新
生
児
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を

　

開
始　

▼
不
登
校
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実
を
図

　

る
た
め
、
校
内
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
の

　

設
置
校
を
１
校
拡
充

▼
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配
置

　

な
ど
に
関
す
る
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

　

既
存
施
設
の
計
画
的
な
長
寿
命
化
対

　

策
を
実
施
（
今
年
度
は
金
子
小
学
校

　

校
舎
北
棟
の
改
築
に
着
手
）　　

▼
小
・
中
学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
備

　

設
置
に
向
け
た
設
計
業
務
に
着
手

▼
住
友
各
社
と
の
更
な
る
連
携
深
化　

▼
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
補
助
制
度

　

と
す
る
た
め
、
中
小
企
業
振
興
条
例

　

お
よ
び
企
業
立
地
促
進
条
例
の
見
直

　

し
を
実
施

▼
「
仮
称
に
い
は
ま
版
営
業
本
部
」
を

　

設
置
し
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　

に
よ
る
積
極
的
な
情
報
発
信
・
販
路

　

開
拓
を
実
施

▼
新
居
浜
太
鼓
祭
り
や
別
子
銅
山
の
歴

　

史
な
ど
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

　

ン
、
本
市
へ
の
誘
客
を
図
る
た
め
、
日

　

本
国
際
博
覧
会（
大
阪
・
関
西
万
博
）に
、

　

本
市
の
太
鼓
台
３
台
が
出
場

▼
滝
の
宮
公
園
の
管
理
棟
整
備

▼
「
国
道
11
号
新
居
浜
バ
イ
パ
ス
」
船
木
か

　

ら
東
田
一
丁
目
ま
で
の
工
区
の
早
期

　

開
通
要
望
と
事
業
推
進

▼
「
上
部
東
西
線
」、「
宇
高
西
筋
線
」

　

の
事
業
推
進

▼
次
期
「
新
居
浜
市
公
営
住
宅
等
長
寿

　

命
化
計
画
」
の
策
定

▼
新
居
浜
港
の
利
便
性
向
上
や
、
脱
炭

　

素
化
を
目
指
し
、
新
居
浜
港
港
湾
計

　

画
の
見
直
し
を
実
施

▼
民
間
企
業
と
の
連
携
な
ど
も
含
め

　

た
避
難
所
の
備
蓄
物
資
拡
充

▼
災
害
復
興
期
に
迅
速
な
生
活
再
建

　

支
援
を
行
う
た
め
、
家
屋
の
被
害
認

　

定
調
査
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
罹り
さ
い災
証

　

明
書
を
速
や
か
に
発
行
す
る
た
め

　

の
事
業
検
討

▼
「
新
居
浜
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

　

を
踏
ま
え
た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

　

の
充
実
、
バ
ス
路
線
の
再
編

▼
南
消
防
庁
舎
の
新
築
移
転
を
進
め     

　

る
と
と
も
に
、
災
害
情
報
の
一
元
化

　

と
高
度
な
相
互
応
援
に
よ
る
災
害

　

対
応
力
の
向
上
の
た
め
、
愛
媛
東
予

　

東
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
併
設

2025 . 4　Niihama 4

  
未
来
に
つ
な
が
る
土
台
づ
く
り
の
一
年
に

目標１
未
来
を
創
り
出
す
子
ど
も
が

育
つ
ま
ち
づ
く
り

活
力
と
に
ぎ
わ
い
に
み
ち
、　

魅
力
あ
る
職
場
が
生
み
出
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り

目標３

安
全
・
安
心
・
快
適
を
実
感　

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

目標４

▼
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

　

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

　

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
給
食

　

費
の
一
部
助
成
を
実
施

目標２
健
康
で
、
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、

支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

上部地区山根グラウンド統一寄せ
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▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
粗
大
ご
み
処
理

　

施
設
お
よ
び
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施

　

設
の
延
命
化
工
事
の
実
施

▼
ご
み
焼
却
施
設
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

　

で
の
西
条
市
と
の
調
査
、
協
議
を
踏

　

ま
え
、
今
後
の
具
体
的
な
整
備
内
容

　

の
検
討

▼
上
・
工
・
下
水
道
事
業
一
体
で
の

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
な
ど
、

　

官
民
連
携
へ
の
取
り
組
み
を
強
化

　
計画の

推進
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

▼
「
新
居
浜
市
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」

　

に
基
づ
き
、
市
民
が
誇
り
と
愛
着
を

　

持
て
る
ま
ち
を
目
指
す
と
と
も
に

　

大
都
市
圏
で
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

　

シ
ョ
ン
を
実
施

▼
新
た
に
、
本
市
の
取
り
組
み
や
魅
力

　

を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
広
報
効
果

　

の
高
い
テ
レ
ビ
放
送
を
活
用
し
た

　

広
報
番
組
の
制
作
・
放
送
を
開
始

▼
新
居
浜
市
総
合
戦
略
の
内
容
を
第

　

六
次
新
居
浜
市
長
期
総
合
計
画
と

　

一
体
化
す
る
形
で
、
長
期
総
合
計
画

　

の
中
間
見
直
し
を
実
施

施
政
方
針
の
最
後
に

　

本
年
４
月
に
は
、「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、
人
類
共
通
の
課
題
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
が
、

い
よ
い
よ
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
世
界
の
人
々

に
広
く
発
信
で
き
る
機
会
と
捉
え
、

１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
以
来
、
55

年
ぶ
り
と
な
る
新
居
浜
太
鼓
台
の
派

遣
を
通
じ
、
本
市
の
魅
力
発
信
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
住
友
グ
ル
ー
プ
が
出
展
す

る
「
住
友
館
」
で
は
、
本
市
に
保
有

す
る
「
住
友
の
森
」
の
樹
木
の
活
用

や
、
別
子
の
山
々
の
シ
ル
エ
ッ
ト
に

着
想
を
得
た
パ
ビ
リ
オ
ン
の
整
備
が

進
め
ら
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

別
子
銅
山
の
時
代
か
ら
脈
々
と
受

け
継
が
れ
る
住
友
グ
ル
ー
プ
の
事
業

精
神
と
困
難
を
乗
り
越
え
た
先
人
の

偉
業
に
触
れ
る
こ
と
で
、
今
後
の
市

政
運
営
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
多

く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
、
私
は
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

人
と
地
域
の
力
で
豊
か
な
心
を

育
み
、
つ
な
が
り
、
学
び
合
う

ま
ち
づ
く
り

目標５▼
開
館
10
周
年
を
迎
え
る
あ
か
が
ね

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
記
念
特
別
展

　

の
開
催

▼
県
内
初
と
な
る
「
日
本
ス
ポ
ー

　

ツ
マ
ス
タ
ー
ズ
２
０
２
５
愛
媛

　

大
会
」
の
開
催
、
運
営
を
通
じ
、

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
り
、
地

　

域
の
魅
力
を
発
信

▼
東
雲
競
技
場
や
市
営
野
球
場
な
ど

　

の
既
存
施
設
の
機
能
の
向
上
と
計

　

画
的
な
改
修

人
と
自
然
が
調
和
し
た
快
適
に

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

目標６

　

不
透
明
な
時
代
に
お
い
て
、
本
市

を
取
り
巻
く
現
状
も
内
憂
外
患
と
言

え
る
中
、「
市
民
の
夢
に
、
私
達
の

夢
を
重
ね
、
市
民
の
幸
せ
が
私
達
の

幸
せ
」
と
な
れ
る
様
に
、
行
政
、
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
街
を
構
成
す
る
各
団
体
が
、
分

野
や
業
種
の
枠
を
超
え
た
連
携
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
、
極
め
て
重

要
と
な
り
ま
す
。
違
い
を
排
除
し
、

対
立
を
深
め
る
の
で
は
な
く
、
対
話

を
育
み
、
新
た
な
行
動
規
範
を
整

え
、
意
見
や
立
場
の
違
い
を
乗
り
越

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あかがねミュージアム
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歳出

民生費（42.6％）
227 億 8,367 万円

総務費（10.6％）
56 億 4,459 万円

教育費（10.0％）
53 億 3,646 万円

衛生費（9.8％）
52 億 3,720 万円

公債費（9.2％）
49 億 2,000 万円

土木費（8.5％）
45 億 3,926 万円

その他（9.3％）
49 億 5,466 万円

特別会計の当初予算額の前年度比較
令和７年度① 令和６年度② 増減額①－②

渡海船事業 １億 8,941 万円 １億 8,780 万円 161 万円

平尾墓園事業 2,626 万円 2,896 万円 △ 270 万円

国民健康保険事業 113 億 8,991 万円 118 億 4,747 万円 △４億 5,756 万円

介護保険事業 132 億 8,122 万円 140 億 1,692 万円 △ 7 億 3,570 万円

後期高齢者医療事業 23 億 2,980 万円 23 億 3,432 万円 △ 452 万円

合計 272 億 1,660 万円 284 億 1,547 万円 △ 11 億 9,887 万円

　令和７年度の一般会計当初予算は、歳入、歳出それぞれ 534 億 1,584 万円
となっており、昨年度と比べると 19 億 5,966 万円、約 3.8％の増額となっています。なお、

国民健康保険事業、介護保険事業などの５つの特別会計 272 億 1,660 万円、水道事業や公

共下水道事業など３つの企業会計 129 億 4,337 万円を合計した新居浜市全体の予算規模は、

935 億 7,581 万円となっています。

新居浜市の財政
財政課　☎ 65-1220

市民税
定額減税終了分および法人税の増加見込みなど
により 10.1％増
固定資産税
償却資産の減少見込みなどにより 0.3％減
その他
市たばこ税の減少見込みなどにより 1.1％減

150

180

210 R07

R06

R05

R04

R03

197 億
1,199 万円

205 億
8,249 万円

195 億
378 万円

億円

R03 R04 R05 R06　　   R07

196 億
7,537 万円

年度

203 億
8,529 万円

当初予算の
詳細はこちら

市税収入の推移

※ R03 ～ R05 年度は決算額、R06、R07 年度は当初予算額

令和７年度予算

▶「自主財源」とは、市が自主的に
　調達することができる収入のこと
　です。
▶「依存財源」とは、国や県の基準
　に基づき交付されたり、割り当て
　られたりする収入のことです。

歳入

国県支出金（26.2％）
139 億 9,132 万円

地方交付税（10.2％）
54 億 6,400 万円

市債（7.5％）
39 億 9,210 万円

地方消費税交付金など（7.1％）
38 億 3,400 万円

繰入金（2.5％）
13 億 1,594 万円

諸収入など（6.6％）
35 億 3,319 万円

繰越金（1.7％）
9億円

市税（38.2％）
203 億 8,529 万円
　

自

主

財

源

依

存

財

源

用語解説（※１、※２）

※１※２
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当初予算の重点事業

子ども・子育て支援の強化

新居浜家（市）

給料【基本給】

給料【諸手当】

親からの援助

借り入れ

前年度に残ったお金

貯金取り崩し

239 万円

  93 万円

140 万円

40 万円

9 万円

13 万円

医療費や教育費

光熱水費・通信費など

増改築など

保険料や税金など

仕送り

貯金

ローンの返済

49 万円

50 万円

1 万円

70 万円

49 万円

147 万円

82 万円

86 万円

収入 支出

収入合計 534 万円 534 万円支出合計

食費

　本市の令和７年度の一般会計当初予算を 1 万
分の１のスケールで、新居浜家の家計として家
計簿（年間計画）を作成しました。
　収入の大半を占める給料（市税など）は 332
万円で、親からの援助（国県支出金）が 140 万
円です。前年度に残ったお金（繰越金）が９万
円の見込みの他、貯金を 13 万円取り崩し（繰
入金）、40 万円の借り入れ（市債）をした結果、

534 万円の収入となります。
　これらの収入のうち、医療費や教育費（扶助費）
に 147 万円、ローンの返済（公債費）に 49 万円、
食費（人件費）に 86 万円、光熱水費・通信費な
ど（物件費）に 82 万円、増改築（普通建設事業
費など）や保険料（補助費など）などで 170 万
円を使う予定としており、支出の総額は 534 万
円となります。

の家計簿（年間計画）

新居浜家（市）の家計簿＜年間予定＞

出産世帯応援給付金支給事業費
子育て世帯訪問支援事業費　
学校給食支援事業費     　　
サポートルーム活用事業費

小・中学校体育館空調整備事業
防災用品備蓄費
民間木造住宅耐震改修補助事業費
南消防署及び消防指令センター整備事業

災害と危機管理に強いまちづくり

１億 802 万円
156 万円

5,863 万円
607 万円

8,750 万円
794 万円

2,760 万円
3,148 万円


